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外部資金獲得状況：
科学研究費補助金・基盤研究（B）「単一巨大リ
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の機能のメカニズムの解明」（2015年～2018年）、
科学研究費補助金・基盤研究（B）「膜電位と張
力が抗菌ペプチドと膜透過ペプチドの機能に与え
る効果とメカニズムの解明」（2019年～2022年）、
科学研究費補助金・挑戦的研究「単一細菌を用い
た抗菌活性測定法の開発と抗菌ペプチドの抗菌活
性メカニズム解明への応用」（2021年～2023年）、
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委員（2000年～現在）
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　今まで観察できなかったものを、新しいイメージング法を開発して観察可能にすると、新しい質の情報が得ら
れます。また、たくさんの試料の（集団）平均の測定ではわからなかったことが、１粒子（あるいは１分子）の
測定により新しい質の情報が得られます。皆さんも、従来の研究方法にとらわれず、新しい質の研究方法を開発
し、それを利用して研究対象の未開の新しい領域を探索し、メカニズムを解明していきませんか。

　生体膜は細胞の外側の細胞膜や細胞内の種々の膜の総称で、脂質や蛋白質か
らなる厚さ４nmのシート状の超分子集合体であり、生理的に重要な役割を果
たしています。我々は新しいイメージング法や生物物理的測定法を開発し、そ
れらを駆使して生体膜や脂質膜の機能やダイナミクスの素過程を解明すること
により、それらのメカニズムや設計原理を明らかにする研究を行っています。
　生体膜や脂質膜は水溶液中では閉じた袋状の構造（リポソーム）を形成しま
すが、従来の膜の研究では、小さな直径のリポソームが多く存在する懸濁液の
測定により物理量の平均値を求める方法が用いられてきました。我々は、直径
10μm以上の巨大リポソーム（GUV）１個を用いた「単一GUV法」という新
しい方法論を開発し、ペプチド/タンパク質などの外来分子と生体膜の相互作
用や膜のダイナミクスの研究を展開してきました。この方法により機能の素過
程の情報が得られ、その機能のメカニズムを解明することができます。単一
GUV法により、抗菌ペプチド（AMP）や細胞透過ペプチド（CPP）の機能の
素過程やメカニズムなどが明らかになってきました。
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“生体膜の機能やダイナミクスの素過程の解析とメカニズム”
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